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色
で
身
を
売
る
西
瓜
で
さ
え
も

　
　
　
　中
に
ゃ
苦
労
の
種
が
あ
る



勝
浦
の

　
　

 

が
は
じ
ま
る
よ
！

市
内
の
海
水
浴
場
が
一
斉
オ
ー
プ
ン

　

勝
浦
市
で
は
、
皆
さ
ん
に
安
全
で
安
心
に
海

水
浴
場
を
利
用
し
て
い
た
だ
く
た
め
の
ル
ー
ル

を
定
め
た
「
勝
浦
市
安
全
・
安
心
な
海
水
浴
場

の
確
保
に
関
す
る
条
例
」
を
制
定
し
て
い
ま
す
。

市
内
海
水
浴
場
に
お
い
て
適
用
さ
れ
ま
す
の

で
、
ル
ー
ル
の
遵
守
を
お
願
い
し
ま
す
。

海
水
浴
場
の
開
設
期
間

　

勝
浦
中
央
海
水
浴
場
・
鵜
原
海
水
浴
場

　

守
谷
海
水
浴
場
・
興
津
海
水
浴
場

　

い
ず
れ
も
７
月
14
日
㈯
～
８
月
19
日
㈰

※
開
設
期
間
外
は
監
視
活
動
を
行
っ
て
お
り
ま

せ
ん
。
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

遊
泳
時
間

　

８
時
30
分
～
17
時

遊
泳
は『
海
水
浴
場
内
』で

　

海
岸
は
、
砂
浜
や
磯
場
・
が
け
地
、
潮
の
流

れ
な
ど
が
さ
ま
ざ
ま
な
た
め
、
安
全
に
海
水
浴

を
す
る
場
所
が
限
ら
れ
て
し
ま
い
ま
す
。
市
で

は
、
水
難
事
故
防
止
の
た
め
、
遊
泳
に
適
し
た

海
岸
を
海
水
浴
場
の
区
域
と
定
め
、
遊
泳
期
間

を
決
め
て
毎
年
開
設
し
て
い
ま
す
。

海
水
浴
場
は
、
安
全
性
を
最
優
先
し
て
開
設
す

る
た
め
、「
比
較
的
波
が
穏
や
か
」「
異
常
に
速

い
潮
の
流
れ
で
は
な
い
」「
が
け
な
ど
崩
落
の

恐
れ
が
な
い
」「
水
質
が
優
れ
て
い
る
」
海
岸

を
「
遊
泳
区
域
」
と
定
め
、
そ
の
区
域
の
外
周

に
ロ
ー
プ
を
張
り
、「
う
き
玉
」
や
「
旗
」
な
ど

で
表
示
し
て
あ
り
ま
す
。

　

必
ず
区
域
内
で
遊
泳
を
し
て
く
だ
さ
い
。
区

域
外
は
全
て
遊
泳
禁
止
と
な
り
、
水
難
事
故
の

ほ
と
ん
ど
が
遊
泳
禁
止
区
域
で
発
生
し
て
い
ま

す
。

旗
色
を
確
認
し
ま
し
ょ
う

　

遊
泳
に
適
し
て
い
る
か
な
ど
を
お
知
ら
せ
す

る
た
め
、
監
視
所
付
近
に
、
標
旗
が
掲
げ
ら
れ

ま
す
。

青
旗

　遊
泳
に
適
す

黄
旗

　十
分
注
意
し
て
遊
泳
す
る
必
要
あ
り

赤
旗

　高
波
な
ど
で
非
常
に
危
険
な
状
態
・
濃

霧
・
低
水
温
・
時
間
外
な
ど
の
た
め
遊
泳

禁
止

オ
レ
ン
ジ
フ
ラ
ッ
グ

　

津
波
警
報
、
注
意
報
が
発
表
。

「
ラ
イ
フ
セ
ー
バ
ー
」
の
指
示
に
従
い
ま

し
ょ
う

　

各
海
水
浴
場
に
は
、
ラ
イ
フ
セ
ー
バ
ー
が

配
置
さ
れ
、
場
内
と
そ
の
周
辺
の
パ
ト
ロ
ー

ル
や
救
助
活
動
な
ど
を
行
い
ま
す
。
遊
泳
区

域
外
で
の
水
浴
遊
泳
、
危
険
な
磯
場
な
ど
で

の
海
水
浴
、
区
域
内
で
の
危
険
行
為
・
迷
惑

行
為
な
ど
禁
止
行
為
は
注
意
を
受
け
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。
安
全
へ
の
配
慮
の
た
め
や
海

水
浴
を
楽
し
ん
で
い
る
皆
さ
ん
の
た
め
の
注

意
・
お
願
い
で
す
の
で
、
指
示
に
従
う
よ
う

お
願
い
し
ま
す
。

津
波
に
備
え
て
事
前
の
避
難
場
所
の
確
認
を

　

海
水
浴
を
楽
し
む
前
に
、
海
水
浴
場
ご
と

に
指
定
さ
れ
た
避
難
場
所
（
高
台
）
を
確
認

し
て
く
だ
さ
い
。
避
難
場
所
に
つ
い
て
は
、

海
水
浴
場
に
表
示
し
ま
す
。

　
問
合
せ

　

観
光
商
工
課　

☎
73

−

６
６
４
１

夏夏
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将
来
の
ま
ち
づ
く
り
や
市
民
生
活
向

上
の
た
め
、市
政
懇
談
会
を
５
月
29
日
、

49
行
政
区
の
市
政
協
力
員
と
市
長
・
副

市
長
・
教
育
長
・
議
長
・
副
議
長
・
市

職
員
が
出
席
し
開
催
し
ま
し
た
。

　

市
政
懇
談
会
は
、市
と
各
行
政
区
と

の
意
見
交
換
の
場
と
し
て
例
年
行
っ
て

い
ま
す
。

懇
談
会
の
概
要

　

市
長
か
ら
、平
成
30
年
度
予
算
の
内

容
や
本
市
の
重
点
施
策
事
業
で
あ
る
、

「
勝
浦
市
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生

総
合
戦
略
」「
商
業
施
設
誘
致
」「
企
業

立
地
推
進
」「
認
定
こ
ど
も
園
の
整
備
」

「
学
校
教
育
環
境
の
整
備
」「
子
育
て
世

代
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
開
設
」「
道
の

駅
整
備
事
業
」「
興
津
集
会
所
整
備
事

業
」「
橋
り
ょ
う
架
け
替
え
工
事
」「
ほ

場
整
備
事
業
」「
行
川
ア
イ
ラ
ン
ド
跡
地

の
活
用
」「
市
制
施
行
60
周
年
記
念
事

業
」
に
つ
い
て
説
明
を
行
い
ま
し
た
。

　

市
政
協
力
員
か
ら
は
、「
市
道
の
整
備

に
つ
い
て
」「
防
災
行
政
無
線
戸
別
受
信

機
の
設
置
条
件
に
つ
い
て
」「
民
生
委
員

と
の
情
報
共
有
に
つ
い
て
」
な
ど
、市
政

へ
の
要
望
や
意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

問
合
せ　

総
務
課
総
務
係

　
　
　
　

☎
73

−

６
６
４
６

市
政
懇
談
会
を
開
催

市
政
協
力
員
（
敬
称
略
）

勝

　浦

　地

　区

勝

浦

西
尾

　誠

浜
勝
浦

中
村

　昭

出

水

澤

　晤
朗

墨

　
名

金
髙

　秀
年

串

浜

吉
田

　均

松

　
部

鈴
木

　敏
之

川

津

吉
清

　喜
一
郎

沢

　
倉

乾

　康
信

新

官

上
村

　吉
勝

部

　
原

鈴
木

　康
弘

興

　津

　地

　区

大

沢

鈴
木

　恒
夫

浜
行
川

野
村

　正
二

興

津

中
村

　勲

守

　
谷

渡
邉

　惠
一

鵜

原

照
川

　三
郎

吉

　
尾

中
村

　隆
雄

上

　野

　地

　区

台

宿

村
上

　三
男

上
植
野

吉
野

　幸
司

古
新
田

末
吉

　正
幸

原

佐
藤

　浩
幸

大

森

渡
辺

　幸
治

名

　
木

小
沢

　典
彦

中

里

大
竹

　武

赤
羽
根

浅
野

　恒
春

植

野

鈴
木

　和
行

中

　
島

石
井

　勝
義

星

山

畔
田

　忠
彦

荒

　
川

渡
辺

　博
夫

貝

掛

藤
平

　正
広

法

　
花

田
仲

　省
一

南
山
田

數
金

　博

小
羽
戸

関

　茂
美

総

　野

　地

　区

関

谷

佐
藤

　衛

中

谷

鈴
木

　健
治

平

田

鈴
木

　均

新

戸

藤
江

　信
義

宿

戸

田
丸

　廣
巳

白

木

紫
関

　静
男

白
井
久
保

塚
本

　久

芳

賀

君
塚

　省
一

蟹

田

渡
邉

　薫

大

楠

西
川

　一
男

小
松
野

影
山

　英
樹

松

野

関

　光
彦

中

倉

軽
込

　不
二
男

杉

戸

堀
込

　好
明

佐

野

鈴
木

　義
雄

市
野
郷

末
吉

　修
一

市
野
川

髙
旨

　幸
雄
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※上記のほかに、一般性格診断検査を行います。

職　種 受　験　資　格 試 験 内 容 採用予定人員

一般行政職
（上　級）

昭和６３年４月２日から平成９年４月１日までに生まれた者で、学歴を問わない。
※平成９年４月２日以降に生まれた者で、学校教育法に基づく大学（短期大
学を除く）を卒業したもの。
（平成３１年３月までに卒業見込みのものを含む）

教養（択一式）
および作文 若干名

一般行政職
（初　級）

平成９年４月２日から平成１３年４月１日までに生まれた者で、学歴を問わ
ない。

教養（択一式）
および作文 若干名

社会福祉士 昭和６３年４月２日以降に生まれた者で、資格を有するものまたは平成３１
年春季までに資格取得見込みのもの。 作　文 若干名

▽職種・受験資格・試験内容など

勝
浦
市

市
職
員
募
集
! !

（
平
成
30
年
４
月
１
日
採
用
予
定
）

勝
浦
市

勝
浦
市

勝
浦
市

勝
浦
市

勝
浦
市

勝
浦
市

勝
浦
市

勝
浦
市

勝
浦
市

勝
浦
市

勝
浦
市

勝
浦
市

勝
浦
市

勝
浦
市

勝
浦
市

勝
浦
市

勝
浦
市

勝
浦
市

市
職
員
募
集

市
職
員
募
集

市
職
員
募
集

市
職
員
募
集

市
職
員
募
集

市
職
員
募
集

市
職
員
募
集

市
職
員
募
集
! !! !! !! !! !! !! !

（
平
成

（
平
成

（
平
成

（
平
成

（
平
成
303030
年
４
月
１
日
採
用
予
定
）

年
４
月
１
日
採
用
予
定
）

年
４
月
１
日
採
用
予
定
）

年
４
月
１
日
採
用
予
定
）

年
４
月
１
日
採
用
予
定
）

年
４
月
１
日
採
用
予
定
）

年
４
月
１
日
採
用
予
定
）

年
４
月
１
日
採
用
予
定
）

年
４
月
１
日
採
用
予
定
）

年
４
月
１
日
採
用
予
定
）

年
４
月
１
日
採
用
予
定
）

年
４
月
１
日
採
用
予
定
）

年
４
月
１
日
採
用
予
定
）

年
４
月
１
日
採
用
予
定
）

勝
浦
市

市
職
員
募
集
! !

（
平
成
30
年
４
月
１
日
採
用
予
定
）

勝
浦
市

市
職
員
募
集
! !

（
平
成
31
年
４
月
１
日
採
用
予
定
）

試
験
日　

９
月
16
日
㈰

会　

場

　

勝
浦
市
役
所

受
付
期
間

　

７
月
23
日
㈪
～
８
月
６
日
㈪
ま
で

　
（
土
日
を
除
く
８
時
30
分
か
ら
17
時
15

分
ま
で
受
付
）

※
郵
送
に
よ
る
申
し
込
み
は
８
月
６
日
㈪

消
印
有
効

申
込
書
の
配
布

　

７
月
６
日
㈮
か
ら
配
布
し
ま
す
。

　

申
込
書
の
郵
送
を
希
望
す
る
場
合
は
、

封
筒
の
表
に
「
試
験
申
込
書
請
求
」
と

朱
書
き
し
、
Ａ
４
サ
イ
ズ
の
返
信
用
封

筒
に
宛
先
を
記
入
の
う
え
、
１
４
０
円

切
手
を
貼
っ
て
同
封
し
て
く
だ
さ
い
。

問
合
せ

　

総
務
課
職
員
係

　

〒
２
９
９

−
５
２
９
２

　

勝
浦
市
新
官
１
３
４
３
番
地
の
１

　

☎
73

−
６
６
４
３
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あ
な
た
に
ぴ
っ
た
り
が
き
っ
と
み
つ
か
る

キ
ュ
ス
テ
Ｗａ
ｋ
ü
Ｗａ
ｋ
ü

　
　
　

   

カ
ル
チ
ャ
ー
ス
ク
ー
ル

～
秋
の
新
教
室
～
申込・問合せ
　芸術文化交流センター
　☎73−１００１

あ
な
た
を
磨
く
テ
ー
ブ
ル
マ
ナ
ー
教
室

～
甘
く
て
冷
た
い
デ
ザ
ー
ト
を
添
え
て
～

水
彩
画
教
室

～
光
と
水
の
世
界
へ
よ
う
こ
そ
～

手
打
ち
う
ど
ん
道
場

～
さ
あ
、
う
ど
ん
を
打
と
う
。～

K
ü
s
t
e
ヨ
ー
ガ
ス
タ
ジ
オ

チ
ー
ズ
作
り
教
室

～
手
作
り
を
楽
し
m
o
h
!
～

世
界
の
カ
レ
ー
を
作
っ
て
み
よ
う
！

　

み
ん
な
で
作
っ
た
デ

ザ
ー
ト
を
味
わ
い
つ

つ
、
気
軽
に
テ
ー
ブ
ル

マ
ナ
ー
を
教
わ
っ
て
い

た
だ
け
ま
す
。

日
程　

９
月
23
日
㈰

　
　

 

（
全
１
回
）

時
間　

10
時
～
12
時

場
所　

キ
ュ
ス
テ
２
階
調
理
室

定
員　

12
人

材
料
費　

３
０
０
円

講
師　

小
寺　

誠
治

（
フ
ラ
ン
ス
料
理
【
シ
ェ
・
コ
デ
ラ
】
）

　

こ
の
秋
、絵
本

「
晩
夏
」
に
て
文

化
庁
メ
デ
ィ
ア
芸

術
祭
漫
画
部
門

優
秀
賞
を
受
賞

し
た
イ
ラ
ス
ト
レ
ー
タ
ー「
せ
き
ね 

ゆ
き
」

先
生
が
、淡
く
儚
い
光
と
水
の
世
界
へ
あ
な

　

手
打
ち
う
ど
ん
の
作

り
方
を
学
ぶ
教
室
で

す
。
作
っ
た
後
は
試

食
！ 

自
分
で
作
っ
て

食
べ
る
う
ど
ん
の
味
は

格
別
で
す
！ 

日
程　

９
月
10
日
㈪
、
10
月
15
日
㈪
、

　
　
　

11
月
12
日
㈪
（
全
３
回
）

時
間　

13
時
～
16
時

場
所　

キ
ュ
ス
テ
２
階
調
理
室

定
員　

12
人

材
料
費　

５
０
０
円
（
１
回
あ
た
り
）

講
師　

瀧
口　

智
子

　
　

 

（
手
打
ち
う
ど
ん  

多
吉
）

　
「
最
近
身
体
が
固
く

な
っ
た
…
」
、「
仕
事
帰
り

に
汗
を
流
し
た
い
」、勝
浦

集
会
所
で
大
人
気
の
ヨ
ー

ガ
教
室
が
K
ü
s
t
e
に

出
張
教
室
を
開
き
ま
す
！

金
曜
日
の
仕
事
帰
り
に
無

理
な
く
ヨ
ー
ガ
を
体
験
し
、心
と
体
を
リ

フ
レ
ッ
シ
ュ
！
最
高
の
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ン
で

休
日
を
過
ご
し
ま
し
ょ
う
♪

日
程　

９
月
21
日
㈮
、
28
日
㈮
、

　
　
　

10
月
５
日
㈮
、
19
日
㈮（
全
４
回
）

時
間　

19
時
～
20
時

場
所　

キ
ュ
ス
テ
１
階
大
会
議
室

定
員　

20
人

保
険
料　

２
０
０
円
（
全
４
回
分
）

講
師　

髙
梨　

朋
子
（
マ
リ
ブ
ポ
イ
ン
ト
）

そ
の
他　

夜
間
開
講
の
為
、
高
校
生
以
下

は
保
護
者
同
伴

　

第
11
回
Ａ
Ｌ

Ｌ 

Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ
ナ

チ
ュ
ラ
ル
チ
ー
ズ

コ
ン
テ
ス
ト
で
最

優
秀
賞「
農
林
水
産
大
臣
賞
」を
受
賞
し
た

チ
ー
ズ
工
房【
千
】s
e
n
さ
ん
が
、こ
の
秋

K
ü
s
t
e
に
や
っ
て
来
ま
す
。チ
ー
ズ
に

情
熱
を
捧
げ
た
職
人
が
プ
ロ
の
技
を
伝
授
！

さ
ぁ
集
え
、勝
浦
の
チ
ー
ズ
好
き
た
ち
！

日
程　

９
月
８
日
㈯
（
全
１
回
）

　

東
南
ア
ジ
ア
を
く
ま
な

く
旅
し
た
カ
レ
ー
の
伝
道

師
が
、
本
場
の
カ
レ
ー
作

り
を
伝
授
い
た
し
ま
す
。

　

さ
ま
ざ
ま
な
ス
パ
イ
ス

を
組
み
合
わ
せ
て
作
り
出

し
た
カ
レ
ー
を
口
に
す
れ

ば
、
こ
れ
ま
で
の
カ
レ
ー
で
は
満
足
で
き

な
い
…
か
も
！

日
程　

８
月
４
日
㈯
、
９
月
22
日
㈯
、

　
　
　

10
月
７
日
㈰
（
全
３
回
）

時
間　

10
時
～
12
時

場
所　

キ
ュ
ス
テ
２
階
調
理
室

定
員　

12
人

材
料
費　

１
，５
０
０
円（
１
回
あ
た
り
）

講
師　

井
澤　

明
子

　
　

 

（
A
o
z
o
r
a
 C
a
f
e
）

受
付
期
間
（
定
員
に
な
り
次
第
募
集
終

了
）

　

７
月
13
日
㈮
９
時
か
ら
受
付
開
始

※
受
付
期
間
は
全
教
室
共
通
、
締
切
日

は
設
け
ま
せ
ん
。

対
象
者

　

勝
浦
市
在
住
、
在
勤
、
在
学
の
方
。

　

小
学
生
以
下
は
保
護
者
同
伴
。

た
を
誘
い
ま
す
。ど
な
た
で
も
大
歓
迎
！

一
緒
に
水
彩
画
を
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。

日
程　

９
月
30
日
㈰
、
10
月
21
日
㈰
、

　
　
　

11
月
18
日
㈰
（
全
３
回
）

時
間　

10
時
～
12
時

場
所　

キ
ュ
ス
テ
２
階
調
理
室

定
員　

15
人

材
料
費　

１
，５
０
０
円（
１
回
あ
た
り
）

講
師　

せ
き
ね　

ゆ
き
（
ど
ら
）

時
間　

14
時
～
16
時

場
所　

キ
ュ
ス
テ
２
階
調
理
室

定
員　

15
人

材
料
費　

３
，
５
０
０
円

講
師　

柴
田　

千
代

　
　

 

（
チ
ー
ズ
工
房
【
千
】s
e
n
）
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お
知
ら
せ

インフォメーションガーデン

か
つ
う
ら
海
中
公
園

サ
マ
ー
フ
ェ
ス
タ

我
が
家
の
Ｃ
Ｏ
２
Ｃ
Ｏ
２

ス
マ
ー
ト
大
作
戦
２
０
１
８
夏

第
13
回
夏
休
み
エ
コ
絵
画

コ
ン
ク
ー
ル
作
品
募
集

高
齢
者
の
高
額
療
養
費
の
見
直
し
に
つ
い
て

　

平
成
30
年
８
月
１
日
施
行
の
高

額
療
養
費
の
見
直
し
に
よ
り
、
高

齢
者
（
70
歳
以
上
の
方
）
の
現
役

並
み
所
得
の
区
分
が
、「
現
役
並

み
所
得
Ⅰ
・
Ⅱ
・
Ⅲ
」
と
細
分
化

さ
れ
ま
す
。
そ
の
う
ち
、「
現
役

並
み
所
得
Ⅰ
・
Ⅱ
」
の
方
は
、「
限

度
額
適
用
・
標
準
負
担
額
減
額
認

定
証
（
以
下
、「
限
度
額
適
用
認

定
証
」
と
記
載
）」
の
交
付
を
受

け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り

ま
す
。

　
「
限
度
額
適
用
認
定
証
」
を
「
保

険
証
」
と
一
緒
に
医
療
機
関
に
提

示
す
る
こ
と
に
よ
り
、
医
療
費
の

支
払
い
（
１
カ
月
１
医
療
機
関
の

保
険
適
用
内
の
医
療
費
）
が
、
自

己
負
担
限
度
額
ま
で
と
な
り
ま

す
。

　
「
限
度
額
適
用
認
定
証
」
の
交

付
を
受
け
る
に
は
、
申
請
を
す
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。
左
記
の
物
を

持
参
の
上
、
市
民
課
国
保
年
金
係

ま
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

①
国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
証
ま

た
は
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
被

保
険
者
証

②
印
鑑（
シ
ャ
チ
ハ
タ
以
外
の
物
、

認
め
印
可
）

▽
70
歳
未
満
の
国
民
健
康
保
険
被

　

海
を
感
じ
な
が
ら
夏
の
ひ
と
と
き

を
過
ご
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
魅
力

い
っ
ぱ
い
の
イ
ベ
ン
ト
や
食
事
コ
ー

ナ
ー
な
ど
子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
楽

し
め
ま
す
。

日
時　

８
月
９
日
㈭　

11
時
～

　
　

  

（
荒
天
時
は
翌
日
に
順
延
）

開
催
場
所　

勝
浦
海
中
公
園
周
辺

ア
ク
セ
ス　
Ｊ
Ｒ
鵜
原
駅
か
ら
徒
歩

15
分
。
車
の
場
合
は
海
の
博
物
館

駐
車
場
（
有
料
：
２
０
０
台
程
度
）

を
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

【
イ
ベ
ン
ト
情
報
】

▽
海
の
中
で
魚
介
類
の
つ
か
み
ど
り

体
験
（
事
前
予
約
）

　

千
葉
ブ
ラ
ン
ド
水
産
物
に
認
定

さ
れ
て
い
る
外
房
イ
セ
エ
ビ
や
サ

ザ
エ
な
ど
の
つ
か
み
ど
り
体
験
で

す
。

定
員　

40
組
（
予
約
先
着
順
）

　

参
加
費　

３
，
０
０
０
円
（
大
人

１
人
と
小
学
生
以
下
１
人
の
ペ

ア
の
料
金
、
展
望
塔
の
入
場
券

付
き
）

▽
魚
介
類
直
売
コ
ー
ナ
ー

　

新
鮮
な
勝
浦
の
魚
介
類
や
野
菜

を
販
売
し
ま
す
。

▽
飲
食
物
の
販
売
コ
ー
ナ
ー

　

海
鮮
丼
（
１
０
０
食
限
定
）
や

ぽ
ん
菓
子
な
ど
の
販
売
を
し
ま
す
。

　

千
葉
県
で
は
、
夏
季
（
７
月
～
９

月
の
期
間
）
に
、
家
庭
の
省
エ
ネ
を

応
援
す
る
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
「
我
が
家

の
ＣコＯ
２ツ

ＣコＯ
２ツ

ス
マ
ー
ト
大
作
戦

２
０
１
８
・
夏
」
を
実
施
し
ま
す
。

　

県
が
配
布
す
る
ミ
ッ
シ
ョ
ン
シ
ー

ト
で
家
庭
の
省
エ
ネ
に
取
り
組
み
、

１
ヵ
月
分
の
電
気
・
ガ
ス
・
水
道
使

用
量
を
報
告
す
る
と
、
毎
月
、
抽

選
で
「
食
の
ち
ば
の
逸
品
を
発
掘

２
０
１
８
」
受
賞
品
を
差
し
上
げ
ま

す
。

　

ま
た
、
２
ヵ
月
以
上
報
告
す
る
と

も
れ
な
く
「
チ
ー
バ
く
ん
ク
リ
ア

フ
ァ
イ
ル
」
を
差
し
上
げ
ま
す
。

　

夏
季
は
冷
房
の
使
用
な
ど
に
よ

り
、電
力
需
要
が
増
加
し
ま
す
。キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
に
参
加
し
て
、
無
理
の
な

い
範
囲
で
省
エ
ネ
・
節
電
に
取
り
組

み
ま
し
ょ
う
。

　
「
未
来
の
ご
み
箱
」
を
テ
ー
マ
と

し
た
作
品
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

応
募
資
格　

県
内
在
住
の
小
学
生

応
募
規
格　

八
つ
切
り
画
用
紙
（
27

㎝
×
38㎝
、
縦
横
自
由
）
で
１
人

１
作
品
の
み

受
付
期
間　

９
月
20
日
㈭
ま
で

問
合
せ　

夏
休
み
エ
コ
絵
画
コ
ン

ク
ー
ル
運
営
事
務
局

　

☎
０
４
３

−

２
４
２

−

６
８
１
０

保
険
者
の
方
お
よ
び
、
70
歳
以

上
の
所
得
区
分
が
「
低
Ⅰ
・
Ⅱ
」

の
方
は
、
今
ま
で
通
り
、「
限

度
額
適
用
認
定
証
」
を
発
行
で

き
ま
す
。

▽
70
歳
以
上
の
所
得
区
分
が
「
一

般
」
お
よ
び
「
現
役
並
み
所
得

Ⅲ
」
の
方
は
、「
保
険
証
」
を

医
療
機
関
に
提
示
す
る
だ
け

で
、
自
己
負
担
限
度
額
が
分
か

り
ま
す
の
で
、
申
請
は
不
要
で

す
。

▽
有
効
期
限
は
、
申
請
月
の
１
日

か
ら
翌
年
７
月
31
日
ま
で
と
な

り
ま
す
。（
70
歳
、
75
歳
の
誕

生
日
を
迎
え
る
方
や
退
職
被
保

険
者
証
を
お
持
ち
の
方
は
、
有

効
期
限
が
異
な
り
ま
す
。）

▽
75
歳
未
満
の
国
民
健
康
保
険
被

保
険
者
の
方
は
、
更
新
の
際
、

再
度
申
請
が
必
要
と
な
り
ま

す
。

▽
国
民
健
康
保
険
税
に
未
納
が
あ

る
場
合
は
、交
付
で
き
ま
せ
ん
。

※
詳
し
く
は
、
７
月
中
旬
か
ら
下

旬
に
郵
送
す
る
新
し
い
保
険
証

に
同
封
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
ご

参
照
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

市
民
課
国
保
年
金
係

　
　
　
　

☎
73

−

６
６
１
１

▽
網
焼
き
コ
ー
ナ
ー

　

つ
か
み
ど
り
や
、
購
入
さ
れ
た

魚
介
類
を
焼
い
て
食
べ
ら
れ
ま
す
。

▽
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
（
自
由
参
加
）

　

会
場
内
に
あ
る
、
計
４
カ
所
の

ス
タ
ン
プ
を
集
め
て
海
中
公
園
オ

リ
ジ
ナ
ル
グ
ッ
ズ
を
も
ら
お
う
。

※
当
日
、
市
内
在
住
の
方
は
展
望
塔

入
場
料
が
半
額
と
な
り
ま
す
。

問
合
せ　
（
一
財
）
千
葉
県
勝
浦
海

中
公
園
セ
ン
タ
ー

　

☎
76

−

２
９
５
５

コ　

ツ　

コ　

ツ

ミ
ッ
シ
ョ
ン
シ
ー
ト
入
手
先

▽
県
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

https://w
w

w
.pref.chiba.lg.jp/

shigen/chikyuukankyou/
co2co2sm

art/hom
e/index.

htm
l

▽
地
域
振
興
事
務
所
県
政
コ
ー
ナ
ー

▽
勝
浦
市
役
所
生
活
環
境
課
窓
口

取
組
期
間

　

平
成
30
年
７
月
、
８
月
、
９
月

報
告
期
限　

各
月
分
と
も
翌
月
の
15

日
ま
で

報
告
・
問
合
せ
（
報
告
方
法
は
ミ
ッ

シ
ョ
ン
シ
ー
ト
に
記
載
）

千
葉
県
環
境
生
活
部
循
環
型
社
会

推
進
課

〒
２
６
０

−

８
６
６
７　

千
葉
市

中
央
区
市
場
町
１

−

１

☎
０
４
３

−

２
２
３

−

４
６
４
５
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HP

　

防
衛
省
・
自
衛
隊
で
は
、
左
記
の

と
お
り
自
衛
官
な
ど
を
募
集
し
て
い

ま
す
。

▽
航
空
学
生
（
パ
イ
ロ
ッ
ト
）

応
募
資
格

　

海
：
高
卒（
見
込
含
む
）23
歳
未
満

　

空
：
高
卒（
見
込
含
む
）21
歳
未
満

受
付
期
限

　

９
月
７
日
㈮
ま
で

試
験
期
日
（
１
次
試
験
）

　

９
月
17
日
㈷

▽
一
般
曹
候
補
生

応
募
資
格

　

18
歳
以
上
27
歳
未
満

受
付
期
限

　

９
月
７
日
㈮
ま
で

試
験
期
日
（
１
次
試
験
）

　

９
月
21
日
㈮
～
23
日
㈰

▽
自
衛
官
候
補
生　

①
平
成
31
年
３
月
高
等
学
校
等
卒
業

予
定
者
の
男
子

　

受
付
期
間　

７
月
１
日
㈰
～

②
18
歳
以
上
27
歳
未
満
の
男
女

　

受
付
期
間

　
　

年
間
を
通
じ
て
行
っ
て
い
ま
す

　

試
験
期
日

①
②
い
ず
れ
も
受
付
時
に
お
知

ら
せ
し
ま
す

※
詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

問
合
せ　

自
衛
隊
茂
原
地
域
事
務
所

（
千
葉
地
方
協
力
本
部
）

　

☎
０
４
７
５

−

25

−

０
４
５
２

　

人
事
院
お
よ
び
法
務
省
で
は
、
平

成
30
年
度
入
国
警
備
官
採
用
試
験
を

次
の
と
お
り
実
施
い
た
し
ま
す
。

受
付
期
間
（
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
）

　

７
月
17
日
㈫
～
26
日
㈭

http://w
w

w
.jinji-shiken.

go.jp/juken.htm
l

第
１
次
試
験
日
程

　

９
月
23
日
㈰
（
全
国
９
都
市
）

※
入
国
警
備
官
に
関
す
る
ご
質
問

は
、
法
務
省
入
国
管
理
局
総
務
課

人
事
係
、
ま
た
は
最
寄
り
の
地
方

入
国
管
理
局
へ
お
気
軽
に
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
合
せ

▽
法
務
省
入
国
管
理
局

　

総
務
課
人
事
係

　

☎
03

−
３
５
８
０

−

４
１
１
１

▽
東
京
入
国
管
理
局
成
田
空
港
支
局

　

☎
０
４
７
６

−

34

−

２
２
２
２

海
上
保
安
大
学
校

　

受
付
期
間

　

▽
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

　
　

８
月
23
日
㈭
～
９
月
３
日
㈪

　

▽
郵
送
・
持
参

　
　

８
月
23
日
㈭
～
27
日
㈪

　

第
１
次
試
験

　
　

10
月
27
日
㈯
、
28
日
㈰

　

夷
隅
郡
市
広
域
市
町
村
圏
事
務
組

合
で
は
、
平
成
31
年
度
採
用
の
職
員

を
募
集
し
ま
す
。

職
種　

消
防
職
（
初
級
）

募
集
人
員　

４
人
程
度

受
験
資
格　

平
成
６
年
４
月
２
日
か

ら
平
成
13
年
４
月
１
日
ま
で
に
生

ま
れ
た
者

第
一
次
試
験
内
容

教
養
（
択
一
式
）
試
験
、
作
文
試

験
、
消
防
適
性
検
査

身
体
の
基
準

▽
身
長

　

男
性
：
お
お
む
ね
１
６
０
㎝
以
上

　

女
性
：
お
お
む
ね
１
５
５
㎝
以
上

▽
体
重

　

男
性
：
お
お
む
ね
50
㎏
以
上

募
集
職
種

　

土
木
技
術
職
上
級

　

一
般
行
政
職
初
級

予
定
人
数

　

各
１
人

１
次
試
験

　

９
月
16
日
㈰

試
験
会
場

　

い
す
み
市
大
原
文
化
セ
ン
タ
ー

申
込
期
間

７
月
23
日
㈪
～
８
月
６
日
㈪

（
郵
送
の
場
合
は
、
８
月
６
日
㈪

消
印
有
効
）　　

　

上
級
職
、
初
級
職
で
受
験
資
格
が

異
な
り
ま
す
の
で
、
詳
細
は
受
験
案

内
ま
た
は
南
房
総
広
域
水
道
企
業
団

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　

受
験
案
内
、
試
験
申
込
書
な
ど

は
、
南
房
総
広
域
水
道
企
業
団
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き

ま
す
。

申
込
・
問
合
せ　

南
房
総
広
域
水
道

企
業
団
業
務
課
総
務
班

　

〒
２
９
８

−

０
２
２
８　

大
多
喜

町
小
谷
松
５
０
０
番
地

　

☎
82

−

５
６
５
１

　
　

 http://w
w

w
.m

-sui.jp/

平
成
30
年
度

入
国
警
備
官
募
集

夷
隅
郡
市
広
域
市
町
村
圏

事
務
組
合
職
員
採
用
試
験
案
内

平
成
30
年
度

海
上
保
安
大
学
校
・

海
上
保
安
学
校
採
用
試
験

南
房
総
広
域
水
道
企
業
団

第
２
回
平
成
30
年
度

職
員
採
用
試
験

自
衛
官
採
用
試
験

海
上
保
安
学
校

　

受
付
期
間

　

▽
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

　
　

７
月
17
日
㈫
～
26
日
㈭

　

▽
郵
送
・
持
参

　
　

７
月
17
日
㈫
～
19
日
㈭

　

第
１
次
試
験

　
　

９
月
23
日
㈰

・
第
２
次
試
験
が
あ
り
ま
す

・
海
上
保
安
学
校
の
航
空
課
程
は
第

３
次
試
験
が
あ
り
ま
す

※
詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

問
合
せ　

勝
浦
海
上
保
安
署

　
　
　
　

☎
73

−

３
９
９
９

　

女
性
：
お
お
む
ね
45
㎏
以
上

▽
視
力　

矯
正
視
力
を
含
み
、
両
眼

で
０
．
８
以
上
、
か
つ
、
一
眼
で

そ
れ
ぞ
れ
０
．
５
以
上

▽
聴
力

　

左
右
と
も
正
常
で
あ
る
こ
と

▽
そ
の
他

①
身
体
健
全
で
四
肢
機
能
が
正
常
で

あ
る
こ
と

②
言
語
が
明
瞭
で
十
分
発
音
が
で
き

る
こ
と

③
精
神
機
能
お
よ
び
神
経
系
統
に
異

常
が
な
い
こ
と

④
結
核
性
疾
患
、
感
染
症
疾
患
お
よ

び
そ
の
他
の
疾
患
が
な
い
こ
と

試
験
日　

９
月
16
日
㈰

会
場　

夷
隅
郡
市
広
域
市
町
村
圏
事

務
組
合
事
務
所

受
付
期
間

　

７
月
23
日
㈪
～
８
月
６
日
㈪

（
土
・
日
を
除
く
８
時
30
分
か
ら

17
時
15
分
ま
で
）

※
郵
送
の
場
合
は
８
月
６
日
消
印
の

も
の
ま
で
有
効

申
込
書
配
布
場
所　

夷
隅
郡
市
広
域

市
町
村
圏
事
務
組
合
事
務
局
お
よ

び
消
防
本
部

問
合
せ　

夷
隅
郡
市
広
域
市
町
村
圏

事
務
組
合
事
務
局
総
務
課
庶
務
係

〒
２
９
８

−

０
１
２
４　

い
す
み
市
弥
正
88
番
地
１

☎
86

−

６
６
０
０
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インフォメーションガーデン

ク
リ
ー
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

in
南
房
総
２
０
１
８

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

会
員
募
集
中
！

わ
が
家
の
犬
・
猫
写
真

コ
ン
ク
ー
ル
作
品
募
集

第
68
回

社
会
を
明
る
く
す
る
運
動

第
２
回
「
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

講
座
」
開
催
（
全
３
回
）

ピ
ア
宮
敷
納
涼
祭

「
ピ
ア
フ
ェ
ス
タ
」
開
催

　

大
人
も
子
供
も
み
ん
な
一
緒
に
汗

を
流
し
て
海
岸
や
周
辺
を
き
れ
い
に

し
ま
し
ょ
う
。
楽
し
い
イ
ベ
ン
ト
も

企
画
し
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
の
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
参
加
、
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

主
催　

ク
リ
ー
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
in

南
房
総
実
行
委
員
会
（
元
吉
正
幸

委
員
長
）

日
時　

７
月
14
日
㈯　

８
時
受
付

　
　
　

８
時
15
分
開
会（
小
雨
決
行
）

メ
イ
ン
会
場　

勝
浦
中
央
海
岸
東
側

清
掃
場
所　

勝
浦
中
央
海
岸
お
よ
び

周
辺
地
域

問
合
せ　

元
吉
正
幸

　
☎
０
９
０

−

８
０
５
２

−

８
４
５
９

　

ピ
ア
宮
敷
の
納
涼
祭
を
開
催
し
ま

す
。
模
擬
店
、
楽
し
い
イ
ベ
ン
ト
が

盛
り
沢
山
で
す
。
皆
さ
ま
、
ぜ
ひ
お

い
で
下
さ
い
。

日
時　

７
月
28
日
㈯

　
　
　

16
時
～
19
時
（
雨
天
中
止
）

場
所　

障
害
者
支
援
施
設
ピ
ア
宮
敷

問
合
せ　
（
福
）
土
穂
会
ピ
ア
宮
敷

　
　
　
　

☎
87

−

９
６
３
１

　

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
で
は
、

随
時
会
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
市

内
に
居
住
す
る
60
歳
以
上
の
健
康
な

方
で
あ
れ
ば
、
男
女
を
問
わ
ず
入
会

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ぜ
ひ
一
度

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▽
健
康
と
生
き
が
い
の
た
め
に
働
き

た
い
方

▽
定
年
退
職
し
た
あ
と
、
地
域
社
会

に
役
立
つ
仕
事
が
し
た
い
方

▽
毎
日
は
無
理
だ
が
少
し
で
も
働
き

た
い
方

▽
仕
事
を
通
じ
て
新
し
い
仲
間
を
作

り
た
い
方

問
合
せ

　

勝
浦
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

　

☎
70

−
１
３
１
３

　

わ
が
家
の
愛
犬
・
愛
猫
の
写
真
に

コ
メ
ン
ト
を
付
け
て
応
募
し
て
く
だ

さ
い
。
優
秀
作
品
を
９
月
の
動
物
愛

護
週
間
イ
ベ
ン
ト
会
場
に
展
示
す
る

と
と
も
に
、
協
会
機
関
紙
に
掲
載
い

た
し
ま
す
。

応
募
作
品

▽
応
募
者
の
飼
育
し
て
い
る
犬
・
猫

の
写
真
３
枚
ま
で
と
し
、
し
つ
け

な
ど
の
適
正
飼
育
に
つ
い
て
の
コ

メ
ン
ト
（
４
０
０
字
詰
原
稿
用
紙

１
枚
以
内
）
を
添
え
た
作
品

　

毎
年
７
月
は
、「
社
会
を
明
る
く

す
る
運
動
」
強
化
月
間
で
す
。
ま

た
、
平
成
28
年
12
月
に
施
行
さ
れ
た

再
犯
防
止
推
進
法
に
よ
り
、
国
民
の

間
に
再
犯
防
止
な
ど
に
つ
い
て
の
関

心
と
理
解
を
深
め
る
た
め
、
毎
年
７

月
が
再
犯
防
止
啓
発
月
間
と
さ
れ
ま

し
た
。

　
「
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
」
は
、

す
べ
て
の
国
民
が
、
犯
罪
や
非
行
の

防
止
と
、
罪
を
犯
し
た
人
た
ち
の
改

善
更
生
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
、
そ

れ
ぞ
れ
の
立
場
に
お
い
て
チ
カ
ラ
を

　

勝
浦
市
を
会
場
に
、
第
39
回
九
都

県
市
合
同
防
災
訓
練
が
実
施
さ
れ
ま

す
。
そ
の
訓
練
の
中
で
、
災
害
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
の
立
ち
上
げ

と
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
受
け
入
れ
な

ど
の
運
営
訓
練
を
行
い
ま
す
。

日
時　

８
月
26
日
㈰

　
　
　

10
時
～
12
時

場
所　

勝
浦
市
立
勝
浦
中
学
校

持
ち
物　

室
内
用
運
動
靴
、
飲
み
物

（
給
水
用
）、
汗
ふ
き
タ
オ
ル
、　

動
き
や
す
い
服
装
に
て
お
越
し
く

だ
さ
い
。

※
第
３
回
は
、
11
月
16
日
㈮
に
、
防

災
科
学
技
術
研
究
所
本
所
（
茨
城

県
つ
く
ば
市
）
へ
の
視
察
研
修
を

予
定
し
て
お
り
ま
す
。

申
込
・
問
合
せ

　

勝
浦
市
社
会
福
祉
協
議
会

　
（
勝
浦
市
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
内
）

　

☎
73

−

６
１
０
１

▽
写
真
サ
イ
ズ
は
Ｌ
判
と
し
、
す
べ

て
の
写
真
の
裏
面
に
住
所
・
氏
名
・

電
話
番
号
を
記
載

※
応
募
作
品
は
原
則
と
し
て
返
却
で

き
ま
せ
ん
。

応
募
資
格　

県
内
に
在
住
の
方

　
（
プ
ロ
・
ア
マ
・
年
齢
不
問
）

応
募
期
限

　

８
月
20
日
㈪
（
消
印
有
効
）

応
募
・
問
合
せ　
（
公
財
）
千
葉
県

動
物
保
護
管
理
協
会

　

〒
２
６
０

−

０
０
０
１　

千
葉
市

中
央
区
都
町
４
６
３

−

３

　

☎
０
４
３

−

２
１
４

−

７
８
１
４

合
わ
せ
、犯
罪
や
非
行
の
な
い
安
全
・

安
心
な
地
域
社
会
を
築
こ
う
と
す
る

全
国
的
な
運
動
で
す
。

　

皆
さ
ま
も
、
本
運
動
の
趣
旨
を
ご

理
解
い
た
だ
き
、
安
全
・
安
心
で
明

る
く
住
み
や
す
い
ま
ち
と
な
る
よ

う
、
ご
自
身
で
何
が
で
き
る
か
考
え

て
み
ま
せ
ん
か
。

問
合
せ　

第
68
回
「
社
会
を
明
る
く

す
る
運
動
」
事
務
局

　

☎
０
４
３

−

２
０
４

−

７
７
９
５

◇当番医の紹介◇ 夜間・日曜・祝日など
　夷隅郡市広域市町村圏事務組合消防本部
　☎８０－０１１９

◇納税・納付◇
○固定資産税　　：２期　　納期　７月３１日（火）
○後期高齢者　　：１期　　納期　７月３１日（火）
　医療保険料
※口座振替をご利用の方は、残高の確認をお願いします。
問合せ　税務課徴収班　☎７３－６６２２

第３日曜日 ７月１５日

8：30～12：30第１日曜日 ８月　５日

第３日曜日 ８月１９日
 ・住民票、戸籍、印鑑証明の交付を受けることができます。
 ・交付の際、本人確認のできる運転免許証などの提示が
　必要です。

問合せ　市民課市民係　☎７３－６６１２　

市民課窓口の日曜開庁日のお知らせ
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Katsuura 
Topics

Katsuura Topics

　好天に恵まれた６月２日、キュステを会場に「第１６
回勝浦港カツオまつり」が開催され、家族連れなどおよ
そ１万９０００人が詰めかけ、にぎわいを見せました。
　市制施行６０周年にちなみ、およそ６０の模擬店が
並んだ販売コーナーは、カツオのタタキや、漬け丼、揚
げ物など、思わず何を食べようか悩んでしまうライン
ナップ。ほかにも、ところてんの早食い競争や、体験入
札、魚のさばき方教室、縁日コーナーなどの催しも会場
を盛り上げ、最後まで多くの人が初夏の休日を満喫し
ている様子でした。

　快晴の６月３日、「第２７回みずほ祭り」が開催さ
れ、会場となったみずほ学園には、多くの人が訪れてい
ました。周辺の駐車場は朝から軒並み満車となってお
り、この祭りのにぎわいを象徴していました。会場に足
を踏み入れると、さまざまなお店が軒を連ね、訪れた人
たちをあたたかくおもてなし。会場にいる人全員が参
加したビンゴ大会では、あがった人が景品を嬉しそう
に受け取る姿が印象的でした。
　ステージでは、昨年に引き続き、勝浦市婦人会による
踊りや、木更津総合高校の和太鼓部によるパフォーマ
ンスが会場を盛り上げ、大盛況となった祭りに花を添
えました。

夏の到来を告げるイベント

第１６回勝浦港
カツオまつり

今年も大盛況♪

第２７回みずほ祭り

子どもたちも大はしゃぎ（縁日コーナー）

なかなか箸が動いてくれない…（ところてん早食い） キンメ煮付け （魚のさばき方教室）

多くの人でにぎわう会場

躍動感あふれる和太鼓の演奏

初夏の休日を満喫
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Katsuura Topics

訓練の成果を写真でお伝え

夷隅支部消防操法大会
　梅雨晴れの６月１７日、いすみ市文化とスポーツの森を会場に、第
５１回夷隅支部消防操法大会（第５４回千葉県消防操法大会夷隅地
区予選）が行われ、郡内各市町の消防団員たちがしのぎを削りまし
た。消防操法とは、消防団員の消防技術の向上を図り、火災現場など
において迅速かつ的確に活動するための基本的な動作です。
　勝浦市からは、ポンプ車操法の部に第２分団（新官、部原、沢倉、川
津）、小型ポンプ操法の部に第６分団（松野、小松野、中倉、杉戸、市野
郷、佐野、市野川）が出場。操法訓練開始式からの、およそ２カ月に渡
る訓練の成果を発揮していました。

ポンプ車操法の部
　指揮者　鈴木 暁夫　１番員　植村 拓也　２番員　上村 雄輝
　３番員　髙梨 太輔　４番員　江沢 晃一　補助員　佐野 雄介

小型ポンプ操法の部
　指揮者　髙㫖 昌史　１番員　鈴木 康文　２番員　渡邉 章人
　３番員　末吉 大介　補助員　軽込 貴志

さぁ訓練の成果を見せる時（第６分団）

火点に向かい走る（第６分団）

無事放水（第６分団）

放水止めの伝令（第６分団）

真剣な表情（第６分）引き締まった表情（第２分団）焦らず確実にこなす（第２分団）

整列完了（第２分団）

最後まで集中（第２分団）

かなり走ります（第２分団）
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Katsuura Topics

　子どもたちが不審者から身を守るための標語、「い
かのおすし」をご存知ですか？「いか」ない、「の」ら
ない、「お」お声を出す、「す」ぐ逃げる、「し」らせる
の５つです。６月７日、勝浦小学校（原田斉校長）で、
全校児童を対象に不審者対応教室が行われました。
「いかのおすし」を覚えてもらおうと、「勝浦寿司のま
もる君」が子どもたちに劇を交えてわかりやすく説
明。子どもたちは楽しそうに学んでいる様子でした。
なお、不審者対応教室は、５月３０日から６月７日ま
での間に市内の全小学校で行われました。

　名木、木戸、西原地区では、農家の皆さんがほ場整
備事業の一環として昨年から水田転作を推進するた
め、タマネギ、ソラマメ、スナップエンドウなどの試験
栽培に取り組んでいます。今年はタマネギが豊作で、
風通しのいい場所で陰干しを行い、およそ１カ月かけ
て熟成させるとのこと。写真のタマネギだけでもすご
い量ですが、全体でこの５～６倍の量のタマネギが干
してあり、まるでカーテンのような、はたまた城壁の
ような圧巻のスケールでした。

　ある日１本の電話が入る。「カンノンチクの花が咲
いたのですが、とても珍しい花だそうです」とのこ
と。調べてみると、なんと３０年に１回だけ咲く花
で、とても貴重との情報。これは写真に収めておかな
くてはと、早速お宅にお邪魔してみました。電話をく
れたのは川津在住の渡邊さん。「まさか花が咲くとは
…」と本人も驚いている様子でした。話をうかがって
いる間にも、ご近所の人たちが立ち寄っては、珍しい
花を写真に収めている姿が印象的でした。

　早くも夏を感じさせるような日差しの６月３日、第
３回となる勝浦中央商店会おもてなしの日が開催さ
れました。３回目ともなり、このお得なイベントの認
知度はかなり高まっているのか、商店街ウォーキング
ラリーの受付には参加者が続々と集まり、なんと開始
１０分ほどで用意された１１９人分の台紙が売り切
れてしまいました！
　商店街に隠された５つのキーワードを探し出した
参加者を待つのは、飲食店でのお食事券やフルーツ盛
り合わせなどの豪華景品が並ぶ抽選会。中でも特選牛
肉や高級マスクメロン、お米３kgの特賞か、はたまた
卓上お醤油１本のどちらかが当たるひも吊りくじは
いつものように大変な盛り上がりを見せていました。
　気になる次回の開催は１１月頃とのことです。

知っているかな？「いかのおすし」

不審者対応教室
すべて手作業で出来上がった

タマネギのカーテン

３０年に１回の開花

カンノンチクの花が咲く
疾風のウォーキングラリー！？

第３回勝浦中央商店会
おもてなしの日

３０年に１度の貴重写真

まもる君（左）の動きに注目が集まるこちら、全部タマネギです

特賞のお米を手にいい笑顔！
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　いくつになっても支えあう地
域をつくるためには、経験豊富
なシニアの皆さんが社会の担い
手となることが求められます。
活躍シニアを増やすために、市
ではイキイキびとを募集しま
す！自薦・他薦は問いません！
ご連絡をお待ちしております。
対　象　市内在住の概ね６５歳
　～７４歳の方で、第二の人生
　を楽しまれている方
問合せ　勝浦市地域包括支援　
　センター（介護健康課内）
　☎７３－６６１５

　高齢者詐欺は、決して当事者だけの問題ではありません。だれもが「明日はわが身」と思って、地域全
体で防犯力を高めることが大切です。今回は、家族や地域で取り組む、高齢者詐欺の対策をご紹介します。

身に覚えのないハガキやメール、訪問販売や不審
な電話は、すぐに判断を迫ってきます。
しかし、あせる必要はありません。一人で決断せ
ずに、家族や友人、あるいは市役所や警察に相談

家族や親族を装った怪しい電話にだまされないため
に、あらかじめ家族間で合言葉や約束事を決めて本
人確認をすることが大切です。

認知症などで判断力が低下すると、口車に乗せら
れ、被害に遭いやすくなります。なかには、「だ
まされた」という自覚がなく、繰り返し被害にあ
う恐れもあります。判断能力が不十分な方は、成
年後見制度を利用することで、意思決定を支援し
てもらい、被害を未然に防ぐことができます。

詐欺は、孤独感につけこみ、親切なふりをして近づ
いてきます。日ごろから、近所や友人と関わりをも
ち、孤立しないように地域のつながりを持っておく
ことが大切です。
また、いつもと様子がおかしいようであれば、積極

高齢者詐欺みんなで
　 防ごう！

　これまでの人生で培ってきた豊富な経験や好き
なことを通じて、第二の人生を楽しまれている方
をご紹介します。

【これまでやってきたこと】
宿泊施設の仕事、フラワーアレジメント
【大切にしていること（モットー）】
家族はもちろん、友人や知人を大切にしています
【がんばっていること】
鵜原の海で取った貝で作品づくり、裁縫
（要望があると、貝細工を教えたり、服の修繕を
している）

照川　保枝さん

～活き活きとした第二の人生～
イキイキびと

すぐに判断しない 合言葉を決めておく

成年後見制度 声かけ、地域のみまもり

シリーズシリーズ

生きるために
自分らしく

イキイキびと大募集中！

☆同世代の方へ
　　　メッセージ☆
体力や気力がおと
ろえ、気持ちが内
気になるので、市
や区の活動に参加
するようおすすめ
します。 ▲貝細工の作品

▲貝のマグネット、
ストラップ

→次回からは、「成年後見制度」に
ついて詳しくご紹介いたします。

的に声をかけるなど、詐欺
にあわない地域づくりを目
指しましょう。

してください。　
また、受け取ったチラシ
や名刺、ハガキなどは、
捨てずに、相談先に持っ
ていきましょう。

【例】
・記念日の日付
・趣味や好物
・ペットの名前
・思い出のある旅行先名など

てもらい、被害を未然に防ぐことができます。

→次回からは、「成年後見制度」に

私の得意料理は？

肉じゃが！
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